
原子力発電（環境@エネルギー）

平成22年6月25日

中国電力株式会社

島根原子力発電所 敷地前面海域での海上音波探査の実施について

  当社は，島根原子力発電所1，2号機について，平成20年3月に「島根原子力発電所『発電用原子炉施設に関する耐震設計審査

指針』の改訂に伴う耐震安全性評価結果中間報告書」を経済産業省原子力安全・保安院に提出し，平成20年12月に同院から，当

社の上記評価結果は妥当であるとの評価を受領しており，平成22年3月には，原子力安全委員会は同院の評価は基本的には問

題ないものと判断し，その旨決定しております。

  その際，同委員会から，耐震安全性評価の最終報告までに敷地前面海域の活断層評価に関して更なる検討を実施することを

求めるとのご意見が付されたことから，当社としては念のためデータの充実を図ることとし，平成22年7月下旬より，海上音波探

査を実施することとしました。 

  なお，上記の海上音波探査の実施結果を含め，同委員会からのご意見に対する対応結果を最終報告に適切に反映するため，

平成22年度上期を予定しておりました島根原子力発電所1，2号機の最終報告については，時期を延期することといたします。今

後，可能な限り速やかに対応を行い，取りまとめた対応結果を原子力安全・保安院へ報告いたします。

【海上音波探査計画の概要】

1．調査期間平成22年7月下旬～平成22年8月中旬

2．調査海域島根半島の沖合い 約10ｋｍ×約25ｋｍの範囲

3．調査目的原子力安全委員会から「旧地質調査所のデータ等も含めてＦ－ 断層～Ｆ－ 断層間や敷地側海域の構造の評価

等について更なる検討を実施すること」を求められたことから，念のためデータの充実を図る。

4．調査手法調査船で発振器（ウォーターガンおよびブーマー）と受振器を曳航し，音波の発振後に地層境界面等で反射して戻っ

てくる音波を 受振して，海底の地層の状況を把握する。
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【調査海域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査概念図】 
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【調査に使用する機器】 

＜発振器＞ 

○ウォーターガン（中深部探査） 

 

水を放出することで音波を発生 

中深部（地下数百ｍ）を調査 

 

 

 

 

○ブーマー（浅部探査） 

 

金属板を振動させて音波を発生 

浅部（地下数十ｍ）を探査 

 

 

 

 

＜受振器＞ 

○ストリーマーケーブル 

 

 

 

 

 

 

 


	本文

	別紙


